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 志摩市教育委員会事務局 志摩市学校給食センター 

 

タ イ ト ル 「志摩のふるさと給食」の実施及び生産者との交流会 

概 要 

志摩市教育委員会は、学校における食育を推進していく上で重要な役割を

担っている学校給食において、子どもの望ましい食習慣の形成や食に関する

理解促進のため、学校給食の充実を図るとともに、学校給食が「生きた教材」

としてさらに活用されるよう実践に取り組んでいます。 

その一環として、食材の豊富な志摩地域の地場産物を学校給食に積極的に

取り入れ、学校給食を通して「食育」の推進を図るために、昨年度より、毎

月１回、志摩の特産品の魚や海藻類等を使った献立の、《志摩産給食の日》を

実施しています。三重県が推奨しています毎月第３日曜を挟んだ前後1週間

の中での、「みえ地物一番給食の日」に合わせ、基本的に第３火曜日を基準と

して実施します。また、従来のふるさと給食は、志摩産給食の日の一つとし

て、志摩産はもとより三重県産の食材も積極的に使用しながら、従来通りの

6月、11月、1月に実施いたします。 

6月18日のふるさと給食では神明小学校の４年生３４名と、使用食材「め

ひび（わかめ）」の生産者（志島地区の海女さん）及び加工業者（カネウフー

ズ㈱）との交流会を予定しています。交流会では、海女さんよりわかめの漁

獲の方法や漁獲具のお話を、加工業者さんからは、わかめからめひびへの加

工方法、カットワカメ等について説明をいただきます。また、乾燥めひびの

試食なども行う予定です。その後、生産者を交え児童は給食を食べます。 

 

献立：麦ごはん、牛乳、さばの竜田揚げ、ごま酢あえ、めひび汁 

（地場産物：めひび） 

開 催 日 令和元年６月１８日（火）  

開 催 時 間 交流会は１１時３０分頃からを予定。１２時１５分頃より給食。 

開 催 場 所 
交流会は神明小学校 ４年生３４名 

ふるさと給食の喫食は市立全小学校（７校）、全中学校（６校） 

そ の 他 
 取材をされます場合は、事前に下記までお問い合わせくださいますよう 

お願いいたします。 

お問合せ先 

志摩市教育委員会事務局 教育総務課 志摩市学校給食センター 

担当 中村・樋口 

TEL：0599-43-4735  FAX：0599-43-5541 

e-mail：ky-gakkokyushoku@city.shima.lg.jp 
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